
東京都アレルギー疾患医療実態調査の実施状況

２ 方法

１ 目的

都民がアレルギーの状態に応じて適切な医療を受けることができるよう、都内においてアレルギー疾患の
診療を行う診療所及び病院の診療体制や医療連携の状況等の実態を把握し、これを踏まえて適切な施策を
展開していく。

＜対 象＞
都内における、アレルギー疾患医療に関わる主な診療科を標榜する医療機関
（内科（呼吸器科、呼吸器内科を含む。）、小児科、皮膚科、耳鼻科（耳鼻咽喉科を含む。）、眼科、アレルギー科）

＜送付施設＞
１１，３６０施設（病院５７６施設（１，４９２診療科）、診療所１０，７８４施設）
（令和元年４月時点における病院・診療所届出施設から抽出）

＜調査方法＞
対象に調査票を郵送し、郵送による回答又はインターネット回答により回収

＜調査期間＞
令和２年１１月７日から１２月４日まで

資料２

３ 回答の状況

＜回答の状況＞
回答数：３，７５３件（うち郵送 １，９８４（５２．８％）、インターネット １，７６９件（４７．１％））

病院 １８８施設（診療科単位で３６９件） 診療所 ３，３８４施設

回答率：３０．６％
病院 ３２．６％ （診療科単位で２４．７％） 診療所 ３１．４％
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